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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 11日 (2005.3.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 検 出 体 に 向 け て 赤 外 光 を 投 光 し 、 前 記 検 出 体 に よ り 反 射 さ れ た 赤 外 光 の 受 光 量 に 応 じ て
前 記 検 出 体 の 有 無 を 検 出 す る セ ン サ 部 と 、

水 栓 の 流 路 を 開 閉 す る 電 磁 弁 と 、 前 記 セ ン サ 部 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 前 記 電
磁 弁 を 制 御 す る 電 磁 弁 制 御 手 段 と を 備 え た 自 動 水 栓 装 置 に お い て 、 前 記 セ ン サ 部 は 、 前 記
検 出 体 に 向 け て 赤 外 光 を 投 光 す る 投 光 手 段 と 、 前 記 検 出 体 に よ り 反 射 さ れ た 赤 外 光 を 受 光
す る 受 光 手 段 と 、

【 請 求 項 ２ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
自 動 水 栓 の 水 栓 本 体 は 、 ト イ レ 、 洗 面 所 で は 洗 面 器 に 、 台 所 で は シ ン ク に 取 り 付 け ら れ る
。 洗 面 器 の 例 を に 示 す 。 セ ン サ の 検 出 方 向 と 吐 水 の 方 向 は 、 使 い 勝 手 の 点 か ら 同 一 方
向 が 好 ま し く 、 の よ う に セ ン サ は 洗 面 器 の 方 向 に 向 け ら れ る 。

先 端 部 に 円 筒 形 の 形 状 の 吐 水 口 を 有 す る 水 栓 の
流 路 と 、

前 記 投 光 手 段 の 前 面 に 配 置 さ れ た 第 １ の 偏 光 板 と 、 前 記 受 光 手 段 の 前 面
に 配 置 さ れ た 第 ２ の 偏 光 板 と 、 こ れ ら を 収 納 す る セ ン サ ケ ー ス と を 備 え 、 前 記 セ ン サ ケ ー
ス の 赤 外 光 が 透 過 す る ケ ー ス 窓 部 の 縁 部 は 、 前 記 吐 水 口 の 円 筒 形 に 沿 っ た 形 状 で あ り 、 こ
の 部 分 で 前 記 吐 水 口 と 前 記 セ ン サ ケ ー ス が 接 す る よ う に 構 成 し 、 前 記 投 光 手 段 と 前 記 受 光
手 段 は 、 前 記 吐 水 口 の 中 心 に 対 し て 直 角 の 位 置 に 配 置 し 、 か つ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 偏 光
板 は 、 そ の 一 辺 を 前 記 吐 水 口 の 縁 の 接 線 に 平 行 に 配 置 し 、 前 記 第 １ の 偏 光 板 が 透 過 す る 偏
光 成 分 と 前 記 第 ２ の 偏 光 板 が 透 過 す る 偏 光 成 分 を 直 交 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 自 動 水 栓 装
置 。

請 求 項 １ 記 載 の 自 動 水 栓 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 偏 光 板 は 、 長 方 形 の 形 状 で
あ り 、 そ の 短 辺 を 前 記 吐 水 口 の 縁 の 接 線 に 平 行 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 自 動 水 栓 装 置
。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
洗 面 器 は 一 般 に 陶 器 製 が 多 く 、 通 常 、 セ ン サ が 発 光 す る 赤 外 光 を 陶 器 面 で 拡 散 反 射 す る 。

の 構 成 で は 、 セ ン サ と 洗 面 器 の 距 離 は 、 セ ン サ と 手 の 距 離 に 比 較 し て 遠 い 。 よ っ て 、
洗 面 器 か ら の 反 射 光 に 比 較 し て 、 手 か ら の 反 射 光 が 大 き く な り 、 自 動 水 栓 は 手 を 検 出 す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 標 を 達 す る た め に 、 請 求 項 １ は 検 出 体 に 向 け て 赤 外 光 を 投 光 し 、 前 記 検 出 体 に よ り
反 射 さ れ た 赤 外 光 の 受 光 量 に 応 じ て 前 記 検 出 体 の 有 無 を 検 出 す る セ ン サ 部 と 、

水 栓 の 流 路 を 開 閉 す る 電 磁 弁 と 、 前 記 セ ン サ
部 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 前 記 電 磁 弁 を 制 御 す る 電 磁 弁 制 御 手 段 と を 備 え た 自 動 水 栓 装
置 に お い て 、 前 記 セ ン サ 部 は 、 前 記 検 出 体 に 向 け て 赤 外 光 を 投 光 す る 投 光 手 段 と 、 前 記 検
出 体 に よ り 反 射 さ れ た 赤 外 光 を 受 光 す る 受 光 手 段 と 、

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
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先 端 部 に 円
筒 形 の 形 状 の 吐 水 口 を 有 す る 水 栓 の 流 路 と 、

前 記 投 光 手 段 の 前 面 に 配 置 さ れ た 第
１ の 偏 光 板 と 、 前 記 受 光 手 段 の 前 面 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 偏 光 板 と 、 こ れ ら を 収 納 す る セ ン
サ ケ ー ス と を 備 え 、 前 記 セ ン サ ケ ー ス の 赤 外 光 が 透 過 す る ケ ー ス 窓 部 の 縁 部 は 、 前 記 吐 水
口 の 円 筒 形 に 沿 っ た 形 状 で あ り 、 こ の 部 分 で 前 記 吐 水 口 と 前 記 セ ン サ ケ ー ス が 接 す る よ う
に 構 成 し 、 前 記 投 光 手 段 と 前 記 受 光 手 段 は 、 前 記 吐 水 口 の 中 心 に 対 し て 直 角 の 位 置 に 配 置
し 、 か つ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 偏 光 板 は 、 そ の 一 辺 を 前 記 吐 水 口 の 縁 の 接 線 に 平 行 に 配 置
し 、 前 記 第 １ の 偏 光 板 が 透 過 す る 偏 光 成 分 と 前 記 第 ２ の 偏 光 板 が 透 過 す る 偏 光 成 分 を 直 交
さ せ た の で 、 偏 光 板 の 配 置 方 法 だ け で 、 偏 光 板 を 直 交 さ せ る こ と が で き 、 か つ セ ン サ の 小
型 化 も で き る 。

請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 水 栓 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 偏 光 板 は 、 長 方
形 の 形 状 で あ り 、 そ の 短 辺 を 前 記 吐 水 口 の 縁 の 接 線 に 平 行 に 配 置 し た の で 、 量 産 性 に 優 れ
た 長 方 形 の 偏 光 板 を 、 セ ン サ 部 の 形 状 を 最 小 に し な が ら 、 偏 光 成 分 を 直 交 さ せ て 配 置 で き
る 。



【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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